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　消化器センター長着任のご挨拶

　2019.4月より、湘南泉病院消化器センター長を拝

命しました、三邉大介と申します。それまでは横浜

市立大学消化器・腫瘍外科学の医局に所属しその関

連病院におりましたので、この病院のことは全く知

りませんでした。しかし各専門領域を持つ消化器内

科常勤医が4人もいることとスタッフの離職率が低

いことから、入職を決めました。もちろん多少の不

安はありましたが、理事長や院長をはじめ、他の先

生方やスタッフの皆さんに温かく迎え入れて頂き、

今ではすっかり馴染むことができました。私をお招

き頂いた理由は、外科治療を含めた消化器疾患の診

療をさらに充実させたいという当院の方針でありま

すが、私もそのご期待に報いるべく、ますます頑張

っていきたいと思っております。

　そうは申しましても、当院の患者様の多くは

Frailtyの高い高齢者であり、外科疾患が見つかっ

ても手術適応の判断に窮することが多いのが悩みで

あります。これまでこのような経験はあまりなく入

職当初は少々当惑致しましたが、現在は高齢者の外

科治療問題に真正面から向き合う良い機会と考えて

おります。

　本邦は既に超高齢社会の真っ只中ですが、さらに

今後30年間、75歳以上の高齢者の増加が見込まれて

おります。高齢化率(65歳以上人口割合)も現在の28

%から10%以上増加していくと予想されます。しか

しそれでも、未だ高齢者に対する外科治療について

のコンセンサスはほとんど形成されておらず、現場

での判断に任されているのが現状です。確かに高齢

者は暦年齢と肉体年齢の乖離が大きい不均一な集団

であり、治療を標準化することは簡単ではありませ

ん。かと言って、疾患別ガイドラインを盲目的に適

用したり、高齢者だからとろくに検討もせずに適切

な治療を放棄すること、あるいは恣意的な判断で方

針を決定することは厳に慎むべきと考えています。

　今後医療界全体でも高齢者の外科治療についての

議論がより深まっていくべきでしょうし、一方、例

えばがんなどへの新しい治療法の開発が進み、外科

治療のあり方自体が変わっていくかもしれません。

私どもはそのような動向を意識しながら、個々の患

者様の状況や病状に合わせ、リスク/ベネフィット

が最良となるバランスの良い治療を行うよう日々努

力していきたいと思いますし、いずれそれを対外的

に発信していければと考えております。なお、当然

ながら、Frailtyの高い高齢者ではない「一般の」

患者様の確保にも努力しているところであります。

当院はこれまでの外科診療実績が少なかったことも

あり、残念ながら「手術が可能な病院」という認識

が未だ対外的に浸透しておりません。現体制では消

化器疾患全般の外科診療をほぼ網羅し、鏡視下手術

等の低侵襲治療を中心に施行しております。また、

化学療法、緩和療法も積極的に行います。常勤外科

医が私と住吉医師の二人体制であり、病院のスペッ

クからも高難度・高侵襲手術までは対応困難ではあ

りますが、それでも頻度の高い大概の消化器外科疾

患が対応可能です。このことを対外的に広く認識し

て頂くには時間を要すると思いますが、地道にやっ

ていく他ありません。目下、「一般の」患者様を丁

寧に診察し、医師会や開業医の先生方へも存在をア

ピールしているところであります。

　最後に、鵬友会グループの各施設間で患者様を紹

介し合えることは、とてもありがたいことだと思っ

ております。私が入職後も、多くの患者様のやりと

りがありました。この場をお借りして他施設の皆様

に御礼申し上げますとともに、これからもよろしく

お願いしたく存じます。

　　　 湘南泉病院  消化器センター長　三邉  大介
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突然死の８割が脳か心臓の疾
患と言われています。

脳ドック検査では脳梗塞、脳動脈瘤など、脳に関する

様々な疾患を発見することができます。

「発症してからでは遅い！」

脳の病気の早期発見や予防の為の【ＭＲＩ検診】を受け

てみませんか？

湘南泉病院では、最先端のＭＲＩ装置（Ingenia3.0T

3.0ﾃｽﾗ フィリップス社製）を導入しており、スピー

ディーかつ高精度な検査対応をご提供させていただきま

す。

【ご相談窓口】

担 当：湘南泉病院 健康管理室 宮本

ＴＥＬ：045-815-2051

総合案内（1階ロビー）での受付もしております。

ほうゆう保育園

令和2年2月3日（月）保育園で節分の豆まきを行

いました。突然現れた鬼に、果敢に豆をまく子も

いれば、恐怖で泣き喚く子も...。反応は様々です

が、１年間園で過ごした子どもたちの確かな成長

を見ることができました。

ほうゆう保育園

邪を払い、福を呼び込んだ節分の豆まき。
今年も【ほうゆう保育園】のみんなに、いいこと
がいっぱいありますように。

令和2年2月1日（土）保育園で生活発表会を行

いました。子どもたちの可愛い姿や、ちょっぴ

り緊張した姿、役になりきる姿など、たくさん

の表情を見せてくれました。

生活発表会！

脳ドックでNO梗塞

【ＭＲＩ（3.0ﾃｽﾗ）】

【ＭＲＩ操作室】


